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１ 研究主題設定の理由 

(１)今日的課題から 

 新学習指導要領では、単元や題材など内容

や時間のまとまりを見通しながら、児童の「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善を通して、創意工夫を生かした特色あ

る教育活動を展開し、児童に生きる力を育む

ことを目指している。その際、各教科等を学

ぶ本質的な意義の中核をなすものとして、 

・ 各教科等の特質に応じた見方・考え方を

働かせ、知識を相互に関連付けてより深く

理解すること。 

・ 問題を見出して解決策を考えたり、思い

や考えを基に創造したりすることに向かう

過程を重視した学習の充実を図ること。 

が求められている。 

さらに、これらの教育活動による資質・能

力の向上を目指して、各教科の授業を各学校

が築き上げていくことが求められている。 

(２)これまでの研究成果と課題から 

本校の総合的な学習活動の研究実践による

主体的に学ぶ意欲に満ちあふれた児童の姿を

他教科においても継承することが必要である

と考える。自らが問題を見出して解決策を考

えたり、思いや考えを基に創造したりするこ

とに向かう学習スタイルを、国語科や算数科

においても充実することによって、児童は将

来の問題解決につながる学び方を身に付ける

ことができると考える。そこで一昨年、本校

の実態を強みとしてとらえ「小規模校のよさ

を生かし、問いを協働で解決する喜びに満ち

た授業」を研究主題として、国語科、算数科、

理科における主体的・協働的に学ぶ問題解決

的な学習の展開の実践研究を進めてきた。 

その結果、以下の点の工夫により、主体的

に学ぶ姿が成果として見られた。 

○ 問いと学びのつながりを明確にした教科

の特性を生かした単元構想 

○ 授業者が、児童の見方・考え方を具体的

に予想しておくことによる学びを的確に捉

えた意味付けや価値付け 

 一方、問いがつながるための既習内容の活

用が十分ではなかったり、学習内容が十分に

身に付いていない児童もあったりという課題

も挙げられた。これらのことから、児童の深

い学びへと導くための問いや授業と連動した

家庭学習が重要であることが見いだされた。 

(３)本校の実態から 

本校は児童４４人の小規模校であり、児童

が自分の考えを話しやすく、交流もしやすい。

授業者も一人一人にきめ細かな指導が可能で

ある。しかし一方国語や算数では、問題解決

的な学習の実践が十分ではない。受動的な学

びに終始してしまい、知識を関連付けたり、

多様な考えを生かして自らの概念を構築した

りすることなどの学びの深まりが十分でない

児童も見られた。 

以上のことから、小規模校のよさを生かし

て、友達と協働して問題解決に取り組むこと

により、学ぶ楽しさと喜びを味わえたという

体験があれば、児童が将来、問題に直面して

も自らの力で解決できるよう成長することを

期待したい。 

そこで、研究教科を国語科、算数科、理科
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の３教科とし、各教科での問題解決的な学習

を実践し、学びの深まりや広がりを実現する

ための単元構想図の工夫を中心に、単元をと

おした実践的な研究を目指すことにした。 

２ 研究の目標 

本研究の目標は、次の２点である。 

(1) 児童一人一人が見方考え方を働かせ、自

らの問いを協働しながら追究・解決していく

毎時の授業及び単元展開の実現を目指す。

（図１・資料１） 

図１ 研究構想 

(2) 県版家庭学習スタンダードに示されてい

る将来にわたって活用できる学力を身に付け

るため、授業と家庭学習を連動させることで、

児童の学びがつながり、より深まる授業を構

築していく。 

３ 目指す児童像 

「問いを協働で解決できる喜び」は、児童の

学びの深まりに沿って、以下の３段階として

捉えた。 

① みんなで学ぶことが楽しい！（主体的） 

② みんなで解決することができた！（協働

・対話） 

③（対話によって個々の）概念の再構築がで

きた！（自己内対話・重ね学び） 

 この学びの深まりを実感した本校の目指す

児童の具体的な姿は次の通りである。 

４ 研究内容と手立て 

(１)学びをつなぐ単元構想図 

児童が主体的かつ協働的に問題解決してい

くために単元全体を見通して、見方・考え方

を働かせた児童の問いや学びの姿を予想し、

３教科の特性に応じた問題解決学習展開や本

時の問いが次時の授業につながる学習展開を

単元構想図に表す。 

学びをつなぐ単元構想図は、次の点を重点

にして１ペーパーで構成する。 

① 強い目的意識のある、単元を貫く、また

は小単元ごとの問いの設定 

② 問いの焦点化や追究の見通しの可視化 

③ 次時の学びへつながる家庭学習や他教科

との連動 

(２)学びをつなぐ重ね学びの工夫 

学びをつなぐ単元構想図による授業では、

児童自らが学びを振り返り、関連付け、より

深い学びとすることが必要である。この自ら

の学びの振り返りは、授業の様々な場面で行

われる。田村 は、振り返りを以下の３つの

視点で捉えている。 

○ 学習内容を確認する振り返り 

○ 学習内容を現在や過去の学習内容と関係

付けたり、一般化したりする振り返り 

○ 学習内容を自らとつなげ自己変容を自覚  

 する振り返り 

これを踏まえ、小規模校のよさを生かした

フレキシブルな学習形態により、他者との対

話と自己内対話を繰り返しながら学びを振り

返る「重ね学び」（資料１）を、次の点を重

点として実践する。 

① 様々な対話スタイルによる重ね学び           

 自ら問いをもち、仲間とともに協働した問

題解決により、自己の学びの成果を実感する

喜びを味わう児童 

１） 



 

- 3 - 

② 振り返りの視点の明確化 

③ 授業者の問い返しによる価値付け 

５ 授業の実際 

(１)学びをつなぐ単元構想図 

児童が「～したい」と主体的に学ぶことが

できるようにするために必要な強い目的意識

のある問いを設定した単元構想図を各教科で

作成した。以下に各教科の学びをつなぐ単元

展開の工夫と協働した学びの姿を述べる。 

① 国語科：単元を貫く問いの複数化へ 

 国語科は、２年で単元を貫く問いを明確に

した音読による「読み」を中心に、さらに３

年・４年は、児童の問いに応じて複数の問い

を設定する工夫をした。 

ア 強い目的意識のある問い：２年「お手紙」 

児童は、これまでの学習で動作化をしなが

ら読んできている。それらの学習を思い出し、

｢楽しかった」「もう一度やりたい！」という

思いをもっていた。そこで、｢『お手紙』の学

習では、音読劇にしてみよう」と提案したと

ころ、児童も「１年生に見せたい！」と目を

輝かせた。 

音読劇をするという活動の目的と１年生に

見せたいという相手意識をもつことで、「音 

図２ １年「お手紙」単元構想図 

読劇をするために、どんなふうに読んだらい

いかな」という単元を貫く問いが生まれてい

った。(図２、資料２) 

これにより、毎時の教材文の読みにおいて、

登場人物の気持ちを叙述や挿絵をもとによく

考え、そのことを音読劇で分かりやすく表現

しようとできた。また、１年担任に「音読劇

をするので楽しみにしていてください！」と

自分たちで伝えに行くなど、主体的な関わり

をする様子も見られた。（図３） 

図３ 音読劇の様子 

具体的に想像して読む力を育てるために、

各場面でがまくんとかえるくんを入れ替えな

がら、物語の読みと音読劇を繰り返した。 

この途中で、児童に「ばからしいこと、言

うなよ」の読み方に違いが見られた。 

A:「いやだよ」って言っているのに、言われ

たから悲しい。 

B:お手紙を待っているのが「あきあき」して

いる。待っている時間は悲しいって言って

たよ。 

A:「ばからしいこと言うなよ」の「ばか」「言

うなよ」は、いじけてるときに使うよ。 

B：お昼寝しているところを起こされたらいや

だよ。 

 教材文への書き込みをもとに、根拠となる

叙述を見つけて考え、互いの考えを聞き合う

うちに、「悲しい気持ちから、どんどんいじ

けている気持ちに変わっていった」と、がま

くんの様子や口調を具体的に想像できた。 

イ ２段階の問いの設定①と焦点化 

   ：３年「ちいちゃんのかげおくり」 

図３ １年「お手紙」単元構想図 

（図中略） 

児童の問い 
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本単元は、「読む」と「書く」の２つの言

語活動で構成されている。具体的に学ぶ見通

しをつかめるようにするために、単元を貫く

問いを２段階に設定した。（図４・資料３）

図４ ３年単元構想図 

１時目に登場人物や場面を把握するため

に、各場面に小見出しをつけた。その後「一

番心に残ったことは何か」「この物語から何

を知りたいか」と児童に尋ねた。すると、児

童からは「戦争ってこわい」「ちいちゃんか

わいそう」という思いが多く出された。そこ

から、この思いを解決するために、自分たち

で物語を読むための問いを作ろうという意欲

が高まり、「戦争によって失われたもの、失

われなかったものは何かな？」という貫く問

いが生まれた。 

二つ目の貫く問いは、物語の読みを終えて、

ちいちゃんに手紙を書く言語活動に入る前に

作成した。ちいちゃんにどんな手紙を書きた

いか話し合った際、毎時間書いてきたちいち

ゃんへの手紙を生かしたいという意見が多く

出た。そこから、「自分の考えをまとめて、

ちいちゃんに伝えたいことを文章で表す」と

いう貫く問いが生まれた。 

自分たちで作った問いに向かって学習する

ことにより、意欲的・主体的な読みにつなが

っていった。  

 授業者が常に児童の問いを中心に学習を進

めるられるように、単元構想図に焦点化した

問いや次時へつなぐ発問を表した。（資料３） 

  ４の場面では児童の問いを生かしながら、

かげおくりを１の場面と比較した。 

―焦点化した問い１― 

T：２つの場面の同じ所・違う所はどこかな？ 

C：１の場面は「つぶやきました」だけど、４

の場面では「ふってきた」になってる。 

C：本当は聞こえてない。まぼろしだ～。 

 これにより児童は、共通点や相違点を本文

に着目して見つけ出し、その理由を話すこと

ができた。 

―焦点化した問い２（授業後半）― 

T：２つのかげおくりを一言で表すと、それぞ

れどんなかげおくりになりますか？ 

C：２の場面は･･･思い出のかげおくりだ！ 

C：ぼくは、楽しいかげおくりかな。 

C：４の場面は･･･悲しいかげおくり。 

C：ぼくは、うれしいかげおくりかな 

C：えーー！？なんで？ 

C：だって、やっと家族に会えたんだもん。 

 授業後半の２つのかげおくりを比較するこ

とで児童は一気に問いへの解決に向かい、ワ

ークシートや友達の意見の振り返り、板書の

振り返りを繰り返しながら、自分の思いをも

って２つの場面のかげおくりにタイトルをつ

けることができた。（図５） 

図５ 意見を確認し合う３年生 

（図中略） 

（中略） 
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ウ 複数の問いの設定②と他教科との意図的 

 な関連：４年「世界にほこる和紙」 

 本単元は、「世界にほこる和紙」「じょう

ほう百科事典での調べ方」「伝統工芸のよさ

を伝えよう」の複数教材で構成されている。   

 そこで単元導入時に、県の伝統工芸を学ん

だ社会科を振り返ることにより、「相手に分

かりやすく伝えるためにはどうしたらいいの

だろう」と、表現への意欲を高めることがで

きると考えた。１時目、児童は、相馬大堀焼、

下川崎和紙などの実物を手に取り、重さや質

感を確かめていた。 

C：和紙は、触ってみるとざらざらする。 

C：下川崎和紙の方が、特別感があってもらっ  

 たらうれしい！お礼状もこれに書こうよ！ 

 これにより、紹介する伝統工芸のリーフレ

ット作りへの思いが高まり、本単元の説明文

への読みの必要性が高まった。（資料４） 

 ３学年の実践同様、学習の目標が複数とな

るため３つの貫く問いを児童と共に設定して

いく単元を構成した。（図６、資料５） 

 図６ ４年単元構想図 

 貫く問い１つ目を、単元後半のリーフレッ

ト作りに生かすために「読み」の目的を明確

にした「筆者の考えを知りたい」とした。 

 ２つ目の問いは、「地域の伝統工芸につい

て知りたい」とし、読んだことを生かして、

自分が選んだ伝統工芸を調べるようにした。  

 ３つ目の問いは、「調べたことを伝えたい」

と設定し、「読み」と資料を調べて身に付け

た力を生かした活動になるようにした。 

 これにより児童は、目的をもって教材文を

読み、意欲的にリーフレット作りに取り組む

ことができた。 

教材文を要約するためには、授業での叙述

に即した「読み」に時間をかけたい。そこで、

毎時の終末に生まれた次時への問いを確認

し、家庭で関わる教材文の音読をしてくるこ

とにより、重要語句を意識して次時に臨める

ようにした。 

Ｓさんは、家庭学習では重要語句を１つし

か見つけられなかった。しかし、授業で友達

の考えを聞くことで自分との読みの違いに気

付いた。また教師が「要約を分かりやすく表

すにはどうするか」を問うと、友達との対話

から「もっと短く書いた方がよい」と気付き、

家庭学習ノートに書き加える姿が見られた。 

このように、文章を端的に表すために、大

事な語や文を見つけ、自信をもって授業に臨

む児童の姿が多く見られた。（資料６）  

② 算数科：単元を貫く問いの設定 

ア 身近な問いから繰り返す学び：１年「10 

 より大きい数」 

 1 年生は自分たちで問いをつくり出すこと

が難しく、身近で興味のあることから「やっ

てみたい」という強い思いを持つ必要がある。

そこで、日常生活と関連させた話題から問い

を生み出そうと考えた。(図７資料７) 

図７ １年算数単元構想図 

（図中略） 
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まず、生活科の学習で育てたアサガオの花

の数に焦点を当て、２枚のアサガオの写真か

ら、これまでに学習してきた 10までの数を想

起させると、児童は「これなら数えられる」

「できる」という思いをもった。その後、10

個以上咲くアサガオの写真を提示すると、数

が増えたことで「どうしたら数えられるか」

という問いが生まれた。これをもとに、「た

くさんのものの数を簡単に数えられるように

する」を、単元を貫く問いに設定した。学習

を進めると、「○○も数えてみたい」と身の

回りから数えたい対象を見つけ、意欲的に取

り組もうとする姿が見られた。 

設定した問いを解決するためには、単位時

間や単元の中で、児童が見通しをもって学ぶ

とともに、定着を図るようにすることが大切

である。そのため、同じ学び方を繰り返しな

がら学習するようにした。 

１時目は、図の上にブロックを置いて、1 対

1 対応で数えたが、中には１ずつ数えること

で「解決できた！」と満足してしまう児童が

見られた。そこで 10より大きい数では、解決

の見通しや数のイメージをもつことができる

ように、具体物や半具体物を用いた操作を何

度も繰り返しながら、図や数、言葉、式へと

順に具体から抽象へと対応させていった。 

 さらに２～４時目では、10のまとまりとば

らに並べる操作を黒板で教師と児童が一緒に

行った後（図８）、11～20までの数を「10と

いくつ」の 10 のまとまりのイメージをもと

に、何度も繰り返した。 

図８ 黒板で児童とともに確認 

さらに、図の中から 10 のまとまりを見つけ

丸で囲む活動も随時入れたことで、児童は徐

々に「10 といくつ」のイメージが身に付き、

10をつくるよさに気付いていった。 

イ 他教科と連動した問い：６年「割合の表 

 し方を考えよう」 

６年生は、総合的な学習で都路のＰＲ映像

作りに取り組んでいる。検討中の編集時間を

比に表して考えることで、割合の学習を児童

にとって身近なものにしたいと考えた。 

単元導入では、担任から作成中の動画は「オ

ープニング・インタビュー１・インタビュー

２」の割合を「２：４：６」の時間になるよ

うに編集するとよいことを話題にした。する

と、児童からは「『：』ってなんだろう？」

「：が何か分かれば解決できそうだぞ。」と、

算数で解決できそうだという思いが生まれ、

単元を貫く問いを「ＰＲ映像の構成を２：４

：６にするにはどのように分ければいいだろ

う」と設定した。 

その後、毎時の「解決したい」という強い

学習意欲を児童と共に確認していくことで単

元をとおして、学びの目的の解決に向かう主

体的な姿が見られた。（図９資料８） 

     図９ ６年算数単元構想図 

ウ 学びの道筋が見える児童用単元構想図 

６年算数では、教師が単元構想図作成によ

り指導の見通しをもつと同時に、児童も単元

を貫く問いの解決に向け、学びの道筋が見え

るようにした児童用単元構想図を作成しなが

ら学んでいった。（図１０資料９） 

本時でできるようになったことや次にどん

なことを学びたいかを記録することで、次時

にできるようになりたいこと等の新たな問い
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図１０ ６年児童用単元構想図の掲示 

を児童自身が考えるようになり、既習から本

時、次時へと、問いのつながりや学びの重な

りを感じながら学習する様子が見られた。 

③ 理科：事象から生まれる新たな疑問を次 

 時の問いへつなぐ：５年「もののとけ方」 

 理科では、児童が学ぶ目的を明確にして毎

時の授業に臨むために、授業終末で生まれる

問いを次時に生かすように単元構想に組み込

んだ。(図１１資料１０) 

 図１１ ６年理科単元構想図 

ミョウバンは低い温度ではあまり溶けない 

が、高い温度だと溶ける量が一段と増える特

性を持つ。そこで、温度が下がって析出した

ミョウバンへの驚きから次時につなげること

ができると考え、温度によるとけ方の実験後

も意図的にそのままにしておいた。 

 次時の実験結果の考察の際、溶かしたはず

のミョウバンがビーカーの中に再び現れてい

ることに児童が気付いた。（図１１赤枠） 

C：溶けたミョウバンが出てきた！? 

C：さっき溶かしたはずなのに！ 

C：温度が下がったからかな。 

T：溶けたものって取り出せるってこと？ 

C：できるかも…。調べたい！ （図１２） 

 図１２ ミョウバン水の変化に気付く 

 ミョウバン水の変化に気付いた児童の発言

を教師が全体に広げ、「冷やすと溶けたもの

を取り出すことができるのかな？」と全体の

問いができ上がった。この問いをノートに書

き、家庭でも解決に向けて考え続ける。その

ことによって、次時の導入が端的になり、予

想を立てて話し合う場面で十分に時間を使う

ことができた。 

(２)学びをつなぐ重ね学びの工夫 

フレキシブルに学習形態を変え、対話や情

報交換を繰り返していく「重ね学び」の実践

を以下に述べる。 

① 様々な対話による重ね学び 

ア ３つの対話スタイル 

～３年国語科「ちいちゃんのかげおくり」～ 

読みを進める中で、「自己の振り返り」「友

達との考えの共有」さらに「新しい考えとの
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出会い」など学びをつなぐ対話を様々な形態

で取り入れた。 

(ア) ペアでの対話 

 児童は、家庭学習により、登場人物の気持

ちや様子について把握している。そのため、

教師の発問に対してすぐに自分の考えを話す

ことができる。これを生かして、ペアでの対

話では、どの叙述、どのような場面のつなが

りからそう思ったのか、根拠をはっきりさせ

て伝えることを指導した。 

１の場面のペアでの対話の一例である。 

T：ペアになって、ノートやワークシートに何

を書いたか見せ合って、分からないことは

相手に聞いてみようね。 

C：どこにサイドライン引いてきた？ 

C：ここだよ。（お互いに見せ合う。） 

C：ぼくはここに引いてなかった。でも、ここ

もちいちゃんの気持ちが分かるね。ぼくも

付け加えようっと。 

C：わたしは、「遊ぶようになる」って言葉か

ら、楽しいってことだと思ったから、そこ

にサイドラインを引いたよ。 

ペアでの対話を毎時間繰り返し行うこと

で、友達のよい部分を真似て、家庭学習で詳

しくメモをしてくる児童が増えていった。 

(イ) ペアとグループでの対話 

２の場面では、物語の捉え方によって、そ

れぞれの感じ方が違ってくることに気付かせ

たいと考えた。 

 ここでは、ペアとグループでの対話を組み

合わせた。「ちいちゃんへの手紙」を書き終

わった児童から教室後方に集まり、互いの書

いたことを伝え合うようにした。 

C：ぼくと同じようなこと書いてる。 

C：本当だ。「お母さんとお兄ちゃんを奪われ

た」って同じく書いてるね。 

C：ちいちゃんがかわいそうだから、「お母さ

んとかを一緒に探してあげるよ」って書い

たよ。 

２～４人程度のグループになり、いつもの

ペアとは違う相手と交流をすることで、さら

に深い考えをもつことができた。（図１３） 

図 1３「ちいちゃんへの手紙」を読み合う 

(ウ) ノート探検 

 自分の考えを再構築したり、友達の考え方

を参考にして書いたりできるようにするた

め、全員のノートを見て回る「ノート探検」

タイムを設けた。 

C：〇〇〇くん、ぼくと同じか！よかった。 

C：わたしと違う考えだ～。 

C：こう書いたんだよ、来て見ていいよ。 

  （自分のノートを見せに行く。） 

他教科、他学年でもノート探検を行ってお

り、抵抗なく友達のノートを見たり、自分の

ノートを見せたりして考えを伝え合うことが

できた。 

イ 意図的なペアの組み合わせ 

    ～５年理科「もののとけ方」～ 

意見の違う相手とペアを組んでの実験や、

グループ内で異なる温度での実験など、考え

の違いやズレが生まれるよう、意図的なペア

やグループでの実験を取り入れた。 

食塩が溶ける量に限りはあるのかを確かめ

る実験で予想を立てたところ、限界がある、

なしで意見が分かれた。そこで、意図的に考

えが違う相手とペアを組んで実験することに

した。 

C：まだまだ溶けそうだよ！ 

C：いやいや限界じゃない？ 

C：･･･ということは、限りがあるということ

かな？ 

 実験中は、予想が違うために互いに自分の
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考えを主張し合う。しかし、目の前の事実か

ら考えられることを積極的に話し合いながら

実験する姿が見られた。また、より客観的・

多面的に考えて問いの答えを導き出そうと、

自分たちの結果だけでなく、違うペアの様子

を見に行く姿（ノート探検）も見られた。 

② 振り返りの視点の明確化 

～６年算数科「割合の表し方を考えよう」～ 

 自己内対話や新たな問いにつながる振り返

りの視点として「発見・活用・疑問・変化」

を児童に提示した。それらの視点をもとに、

授業の終末に学習の振り返りを付箋に記録し

ていった。（図１４） 

図 1４ 振り返りの視点と児童用単元構想図 

その付箋を児童用単元構想図に掲示すると

ともに、全員分の付箋のコピーを各自のノー

トに記録として残した。（資料９）それによ

り、友達がこの学習でどんなことを発見した

り疑問に思ったりしたのかを知ることがで

き、学びを共有する手立てとなった。 

③ 授業者の問い返しによる価値付け 

～３年国語科「ちいちゃんのかげおくり」～ 

 教師が、できた（分かった）つもりになっ

ている児童を見取り、タイミングを逃さずに

問い返しをすることで、児童の考えを価値付

け、より深めることが重要である。そこで、

授業者は児童が働かせるであろう見方・考え

方を常に意識して問い返しができるように努

めた。 

 ３の場面では、児童の問いを「深くうなず

いたちいちゃんの気持ちを考えよう」と設定

している。“うなずく”という行動について

の叙述を根拠にして、ちいちゃんの気持ちを

考える姿を価値づけながら、次のように問い

返しをした。 

T：「深くうなずきました」というところから

どんな気持ちが分かりますか？ 

C：不安な気持ち。 

C：「おうちのとこ」ってちいちゃんが言って

いるけど、きっと本当にいるかは分かって

ないと思う。 

C：きっと、絶対帰ってくると思っていたと思

うよ。 

T：それはどんなところから分かるの？ 

C：「お兄ちゃんとお母ちゃんはきっと帰って

くるよ」って書いてあったよ。 

 教師が、どの叙述から分かるのかを問い返

すことで、児童は根拠となる叙述に着目しな

がら、自分の考えを確認していった。 

６ 考察 

(１)学びをつなぐ単元構想図 

 児童の学びをつなぐ単元構想図をもとに、

単元をとおした実践により、以下の３点につ

いて有効性を見いだした。 

① 学びに合わせた単元を貫く問いの設定 

日常生活との関連から生まれる問い（１年

算数）や音読劇という活動の目的から生まれ

る問い（２年国語）など、強い目的意識のあ

る単元を貫く問いの設定により、単元をとお

して意欲を持って学び続ける姿が見られた。 

さらに５年理科や６年算数では、単元を貫

く問いにより、毎時終末の児童の問いが次時

へとつながることが見いだされた。 

また３、４年国語科では、単元を貫く問い

は設定が難しかったが、活動と目標に合わせ、

段階ごとに複数の貫く問いを設定したり、新

たに問いをつくることが有効であった。 

これらのことから、単元を貫く問いは学び

をつなぐ単元構成に有効であるが、授業者の

単元構想や教科書の構成に合わせた設定が必

要であると考える。 
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② 終末の問いと家庭学習の連動 

前述のとおり中学年以上では、授業の終末

に生まれた問いを家庭学習に連動させた。こ

れにより、児童が次時の学習の見通しを持つ

ともに、分からないことがあっても授業で解

決できるため、安心して学びに向かう姿が見

られた。また、単元が進むにつれ、児童の思

考の深まりが見られるようになった。 

このように授業の問いと予習や復習を連動

させることにより家庭学習の目的が明確にな

り、学習内容を活用したり、問いの解決方法

を準備したりと児童が自ら追究する問題解決

的な学習の定着につながったと考える。 

③ カリキュラムマネジメントの重要性 

単元構想図を作成した各担任は、その効果

として次の点を挙げている。 

○ １ペーパーで単元を構想することは、初

めは苦しいが、指導の重点を自分自身が確

認して自信を持って授業ができた。 

○ 子どもの持つ問いや働かせるであろう見

方考え方を予想することは、子どもの学び

に即応するスキルアップに有効であった。 

 また、国語科、算数科、理科の教科の特性

や学び方をふまえた単元構想図作成により、 

・ 叙述や挿絵をもとに読みと音読劇を繰り

返す姿（２年国語）焦点化した問いにより

読みを深める姿（３年国語）他教科や家庭

学習との関連により主体的に読む姿（４年

国語） 

・ 他教科や日常生活との関連から児童の意

欲を引き出した実践（１年算数）既習事項

や操作活動、児童用単元構想図を生かし

て、新たな問いにつなぐ姿（６年算数） 

・ 一人一人が事象に密接に関わり、自ら問

いを見出し、生活経験や既習内容と関連付

けて考える姿（５年理科）  （資料１１） 

のように、主体的な学びの姿や学びを活用し

ようとする姿が見られた。 

これらのことから、児童が学んだ知識をつ

なぎ確かな理解としていくためには、教師が、

授業と既習内容、家庭学習、他教科等を相互

に関連付ける単元構想をする「カリキュラム

マネジメント」が重要であり、１ペーパーに

まとめる単元構想図は有効であると考える。 

(２)学びがつながる振り返りの工夫 

本校では、対話によって「概念の再構築」

ができているかを授業者が見取ることにより

「深い学び」の姿を具現しようとした。 

実践では、実験の予想や結果について考え

を主張し合い追究する姿（５年理科）形態を

変えた対話により叙述に着目して読みを深め

る姿（３年国語）振り返りの視点をもとに学

びを共有し合う姿（６年算数）など、対話を

重ねることで、新たな考えに気付き、更新し、

より深く考えようとする児童が増えてきた。 

また授業者は、児童が働かせるであろう見

方・考え方を具体的にし、児童の学びを的確

に見取ることにより、それを価値付けできた。

これらの積み重ねが、本校が目指す「問題解

決できる喜びを味わう」児童像につながって

いくと考える。 

７ 成果（○）と課題（●） 

○ 単元全体を見通した問いの焦点化や学び

のつながりを明確にした単元構想により、

主体的な学びの姿を育てることができた。 

○ 問題解決学習を成立させるには「単元構

想に合わせた貫く問いの設定」「終末の問い

と家庭学習の連動」「カリキュラムマネジメ

ント」が必要であることを見出した。 

○ 重ね学びによる対話を繰り返したこと

で、考えの更新や深まりが見られた。 

● 場面を捉えた教師の的確な問い返しや関

わりが、充実した対話の実現に必要である。 

● 児童の学びを深く、広く発展させるため

に、カリキュラムマネジメントを生かした

単元構想の工夫を継続していきたい。 

＜主な参考文献＞ 

１）「深い学び」田村学 東洋館 2018 

２）「資質・能力と学びのﾒｶﾆｽﾞﾑ」 

        奈須正裕 東洋館 2017   
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ま
れ

た
大

地
に

水
を

引
く

導
入

世
界

と
つ

な
が

る
わ

た
し

た
ち

の
県

い
か

す
日

本
地

図
を

広
げ

て
導

入
導

入
導

入
県

の
広

が
り

水
は

ど
こ

か
ら

地
震

か
ら

くら
し

を
守

る
県

内
の

文
化

財
や

年
中

行
事

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

●
学

び
の

と
び

ら
●

考
え

る
力

を
の

ば
そ

う
●

算
数

で
読

み
と

こ
う

1
一

億
よ

り
大

き
い

数
を

調
べ

よ
う

3
わ

り
算

の
し

か
た

を
考

え
よ

う
4

角
の

大
き

さ
表

し
方

を
調

べ
よ

う
●

そ
ろ

ば
ん

●
倍

の
見

方
○

お
ぼ

え
て

い
る

か
な

10
分

数
を

くわ
し

く調
べ

よ
う

11
ど

の
よ

う
に

変
わ

る
か

調
べ

よ
う

市
学

力
調

査
●

ど
ん

な
計

算
に

な
る

の
か

な
？

●
考

え
る

力
を

の
ば

そ
う

ふ
くし

ま
学

力
調

査
5

小
数

の
し

くみ
を

調
べ

よ
う

6
わ

り
算

の
筆

算
を

考
え

よ
う

7
○

新
し

い
算

数
プ

ラ
ス

12
広

さ
の

表
し

方
を

考
え

よ
う

13
14

箱
の

形
の

特
ち

ょ
う

を
調

べ
よ

う
●

算
数

で
読

み
と

こ
う

2
グ

ラ
フ

や
表

を
使

っ
て

調
べ

よ
う

8
計

算
の

や
くそ

くを
調

べ
よ

う
●

4年
の

ふ
くし

ゅ
う

9
四

角
形

の
特

ち
ょ

う
を

調
べ

よ
う

○
新

し
い

算
数

プ
ラ

ス
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

●
自

分
な

り
に

予
想

し
て

み
よ

う
！

○
わ

た
し

の
研

究
13

寒
くな

る
と

15
生

き
物

の
１

年
を

ふ
り

返
っ

て

1
あ

た
た

か
くな

る
と

3
天

気
と

気
温

4
電

流
の

は
た

ら
き

6
暑

くな
る

と
●

夏
の

星
7

月
や

星
の

見
え

方
●

学
び

を
つ

な
ご

う
11

物
の

体
積

と
温

度
●

冬
の

星
14

水
の

す
が

た
と

温
度

●
学

び
を

つ
な

ご
う

●
学

び
を

つ
な

ご
う

2
動

物
の

か
ら

だ
の

つ
くり

と
運

動
●

学
び

を
つ

な
ご

う
8

自
然

の
な

か
の

水
の

す
が

た
9

す
ず

し
くな

る
と

12
物

の
あ

た
た

ま
り

方
○

学
ん

だ
こ

と
を

ふ
り

返
ろ

う
！

 

5
雨

水
の

ゆ
くえ

と
地

面
の

よ
う

す
10

と
じ

こ
め

た
空

気
と

水
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
音

楽
で

心
の

輪
を

広
げ

よ
う

2
歌

声
の

ひ
び

き
を

感
じ

取
ろ

う
8

日
本

の
音

楽
で

つ
な

が
ろ

う
9

曲
の

気
分

を
感

じ
取

ろ
う

3
い

ろ
い

ろ
な

リ
ズ

ム
を

感
じ

取
ろ

う
4

ち
い

き
に

つ
た

わ
る

音
楽

に
親

し
も

う
5

せ
ん

り
つ

の
と

くち
ょ

う
を

感
じ

取
ろ

う
6

せ
ん

り
つ

の
重

な
り

を
感

じ
取

ろ
う

7
い

ろ
い

ろ
な

音
の

ひ
び

き
を

感
じ

取
ろ

う

※
運

動
会

鼓
笛

全
体

練
習

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

見
つ

け
た

よ
　

た
め

し
た

よ
造

光
と

か
げ

か
ら

生
ま

れ
る

形
工

コ
ロ

コ
ロ

ガ
ー

レ
絵

大
好

き
な

物
語

工
ギ

コ
ギ

コ
ク

リ
エ

ー
タ

ー
工

お
も

し
ろ

ア
イ

デ
ア

ボ
ッ

ク
ス

 
絵

ほ
っ

て
す

っ
て

見
つ

け
て

 ↓
立

森
の

げ
い

じ
ゅ

つ
家

絵
絵

の
具

で
ゆ

め
も

よ
う

立
立

ち
上

が
れ

！
ね

ん
土

絵
わ

す
れ

ら
れ

な
い

あ
の

時
立

ゆ
め

の
ま

ち
へ

よ
う

こ
そ

造
つ

な
ぐ

ん
ぐ

ん
絵

ま
ぼ

ろ
し

の
花

鑑
か

ら
だ

で
か

ん
し

ょ
う

工
幸

せ
を

運
ぶ

カ
ー

ド
　

　

　
　

　

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
●

保
健

（１
）育

ち
ゆ

くわ
た

し
た

ち
の

体
水

泳
運

動
※

校
内

水
泳

記
録

会
多

様
な

動
き

を
つ

くる
運

動
鉄

棒
運

動
※

新
体

力
テ

ス
ト

リ
ズ

ム
ダ

ン
ス

小
型

ハ
ー

ド
ル

走
●

※
小

中
合

同
駅

伝
大

会
マ

ッ
ト

運
動

●
●

※
校

内
な

わ
と

び
大

会
多

様
な

動
き

を
つ

くる
運

動

か
け

っ
こ

・リ
レ

ー
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
型

ゲ
ー

ム
「ハ

ン
ド

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル

」
走

り
幅

跳
び

・走
り

高
跳

び
ゴ

ー
ル

型
ゲ

ー
ム

「ラ
イ

ン
サ

ッ
カ

ー
」

表
現

ネ
ッ

ト
型

ゲ
ー

ム
「プ

レ
ル

ボ
ー

ル
」

跳
び

箱
運

動
ゴ

ー
ル

型
ゲ

ー
ム

「セ
ス

ト
ボ

ー
ル

」

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

計
画

を
立

て
よ

う
⑨

1
1

0
2

2
3

　
　

◯
◯

を
体

験
し

よ
う

⑤
2

2
1

　
　

　
　

　

都
路

に
伝

わ
る

◯
◯

を
聞

こ
う

③
3

調
べ

た
こ

と
を

紹
介

し
よ

う
⑪

2
5

4

都
路

の
伝

統
を

受
け

継
ご

う
⑳

4
6

6
4

0
0

0
0

0
0

0
0

ＩＣ
Ｔス

キ
ル

ア
ッ

プ
タ

イ
ム

⑤
0

0
0

1
0

1
1

1
1

0
0

0

2
小

中
合

同
ク

リ
ー

ン
作

戦
1

　
　

0
　

　
　

都
路

に
伝

わ
る

習
わ

し
を

体
験

し
よ

う
⑭

4
4

4
1

1

　
5

　
7

　
8

　
7

　
2

　
6

　
7

　
6

　
5

　
6

　
6

　
5

１
１

月
１

０
月

８
月

９
月

○
「書

くこ
と

」に
関

す

る
単

元
の

配
慮

○
学

習
内

容
定

着
の

た
め

の
時

数
配

当

○
古

典
に

親
し

ん
だ

り
、生

活
に

生
か

し
た

り

で
き

る
学

習
内

容
の

工

夫

６
月

７
月

４
月

５
月

３
月

２
月

１
月

１
２

月

国 語 科 算 数 科 理 　 科 音 楽 科 図 画 工 作 科書 　 写 社 会 科

教 科

総 合 学 習

○
各

種
行

事
等

と
関

連

づ
け

た
配

当

○
日

常
生

活
へ

活
用

で
き

る
単

元
配

当
の

工

夫 ○
地

域
の

理
解

と
愛

着

を
深

め
る

よ
う

な
体

験

的
な

学
習

の
配

当

○
表

現
の

時
間

の
確

保 ○
数

と
計

算
・数

量
関

係
の

領
域

へ
の

重
点

的
配

当

○
思

考
力

・表
現

力
を

高
め

る
た

め
の

算
数

的
活

動
の

充
実

○
体

験
活

動
や

身
近

な
事

象
と

の
関

連
づ

け

○
科

学
的

な
見

方
・考

え
方

を
身

に
つ

け
る

変
化

と
要

因
を

関
連

付
け

た
配

当

教
科

計

体 育 科

○
基

礎
的

な
表

現
力

を

身
に

つ
け

、進
ん

で
音

楽
に

か
か

わ
る

こ
と

が

で
き

る
よ

う
な

時
数

配

当
の

工
夫

読
ん

で
感

じ
た

こ
と

を
ま

と
め

，
伝

え
合

お
う

保
健

（３
）よ

り
よ

く成
長

す
る

た
め

の
生

活
保

健
（３

）思
春

期
に

あ
ら

わ
れ

る
変

化

○
自

分
の

思
い

を
工

夫
し

て
表

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

、豊
か

な
発

想
や

想
像

的
な

技
能

を
働

か
せ

る
こ

と
の

で
き

る
題

材
の

配

当 ○
多

様
な

動
き

を
つ

くる
運

動
，

鉄
棒

運
動

，ボ
ー

ル
ゲ

ー
ム

へ

の
重

点

○
基

本
的

な
動

き
や

技
能

を
身

に
つ

け
，体

力
を

養
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
単

元
配

当
の

工
夫

○
地

域
と

の
関

わ
り

の

重
視

○
体

験
的

・問
題

解
決

的
な

学
習

の
た

め
の

内
容

や
単

元
配

当
の

工
夫

登
場

人
物

の
変

化
を

中
心

に
読

み
，

物
語

を
し

ょ
う

か
い

し
よ

う

き
ょ

う
み

を
も

っ
た

こ
と

を

中
心

に
，

し
ょ

う
か

い
し

よ
う

事
実

の
も

と
づ

い
て

書
か

れ
た

本
を

読
も

う

場
面

と
場

面
を

つ
な

げ
て

読

み
，考

え
た

こ
と

を
話

そ
う

筆
者

の
考

え
を

と
ら

え
て

，

自
分

の
考

え
を

発
表

し
よ

う
場

面
の

様
子

を
くら

べ
て

読
み

，
感

想
を

書
こ

う

気
持

ち
の

変
化

を
読

み
，考

え
た

こ
と

を
話

し
合

お
う

中
心

と
な

る
語

や
文

を
見

つ
け

て
要

約

し
，調

べ
た

こ
と

を
書

こ
う

学
習

の
進

め
方

/用
具

の

じ
ゅ

ん
び

/用
具

の
か

た
づ

け

[や
っ

て
み

よ
う

]
ゆ

め
に

一
歩

，
近

づ
こ

う

[も
っ

と
知

り
た

い
]紙

・す

み
・す

ず
り

が
で

き
る

ま
で

部
分

の
組

み
立

て
方

（「
か

ま
え

」「
た

れ
」）

焼
き

物
を

つ
くる

ま
ち

・
丹

波
篠

山
市

コ
ウ

ノ
ト

リ
を

育
て

る
ま

ち
／

城
を

守
る

ま
ち

（選
択

）

お
よ

そ
の

数
の

使
い

方
や

表
し

方
を

調
べ

よ
う

小
数

の
か

け
算

と
わ

り
算

を
考

え
よ

う

保
健

（２
）思

春
期

に
あ

ら
わ

れ
る

変
化

計
画

を
立

て
よ

う
（９

時
間

）

○
都

路
に

昔
か

ら
伝

わ
る

も
の

っ
て

何
か

な
？

○
計

画
を

立
て

て
調

べ
よ

う
○

伝
わ

る
も

の
を

調
べ

よ
う

（ま
ど

か
荘

・す
ず

ら
ん

隊
・

円
寿

寺
・民

話
の

会
・よ

り
あ

い
処

華
・夢

都
路

の
会
…

）

都
路

の
達

人
か

ら
学

ぼ
う

（４
４

時
間

）

○
達

人
に

弟
子

入
り

し
よ

う
・郷

土
料

理
を

体
験

し
よ

う
（そ

ば
打

ち
…

）
・民

話
を

聞
こ

う
都

路
に

昔
か

ら
伝

わ
る

伝
統

行
事

を
体

験
し

よ
う

（だ
ん

ご
さ

し
…

）
調

べ
た

こ
と

を
紹

介
し

よ
う

（１
１

時
間

）
○

自
分

た
ち

の
成

長
を

見
つ

め
よ

う

○
達

人
の

技
を

多
くの

人
に

知
っ

て
も

ら
お

う
（料

理
を

食
べ

て
も

ら
う

？
民

話
を

聞
い

て
も

ら
う

？
…）

○
次

年
度

の
計

画
を

立
て

よ
う

○
感

謝
の

会

社
会
科
で
福
島
県
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
国
語
科
の
単
元

の
導
入
や
活
動
と
関
連
付
け
て
学
習
し
た
。
さ
ら
に
、
国
語
科
で

の
学
び
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
り
）
が
総
合
的
な
学
習
の
ま
と
め
に

生
か
さ
れ
て
い
っ
た
。

国
語
科
単
元
で
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
 

社
会
科
単
元
の
ま
と
め

新
聞
に
生
き
る
 

総
合

的
な

学
習

で
作

成
し
た

リ
ー

フ
レ
ッ
ト
 

国
語
科
導
入
に
生
か
す
 



 

 

 

資料５ ４年国語「世界にほこる和紙」単元構想図 

問い① 

問い② 

問い③ 

資料６ ４年国語 Sさんの家庭学習の変容 

【始めの頃の家庭学習】 
問いに対して、教材文の一部を
そのまま写してきていた。 
 

友達との対話から大事な語や文
に着目し、端的に表現できるよ
うになっていった。 
 



単元を貫く問い（算数科）                  資料７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ ６年算数「割合の表し方を考えよう」単元構想図 

単元を貫く問い 

単元を貫く問い 



児童用単元構想図（６年算数「割合の表し方を調べよう」）    資料９ 

 



理科５年「もののとけ方」単元構想図                     
 

資料 10 

単元をつらぬく問い 

児童が働かせるであろう「考え方」 

児童の「見方」 

次時への問い 

次時への問い 

次時への問い 

次時への問い 

次時への問い 

自由な試行により単元を貫く問いを設定する単元導入 



対話による振り返りの変容  ＜５年理科＞ 
 

 ○Ｉ児の理科日記の変容 

           

 

 

 

 

○ 実験結果の記述の変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２８日  メダカの卵は卵の中でメダカの体がで

きるということが分かった。 

６月１０日  ぼくは（種子の発芽には、土、水、日光、

空気の）全て必要だと思う。種子が発芽す

るのが楽しみだ。 

８月３１日  めしべに花粉がつかないと実がならな

いことが分かった。スイカの種が白いもの

は受粉していないからだと思った。 

12月 14日  ミョウバンは、ゴツゴツした感じで出て

きたけど、食塩はツブツブした感じで出て

きて、何かがちがうのかと思った。 

 出てきたミョウバンは、ぼくたちのとこ

ろのは白色だったけど、他のところは少し

ちがう色をしていたので、不思議に思っ

た。（中略）もっとミョウバンの実験をし

て、ミョウバンのことを知りたいです。 

 ５月の理科日記では、本時のまとめを繰り返し

すだけの「～が分かった。」という日記が多かっ

たが、単元を追うごとに学習したことと関係付け

た考えが見られるようになっていった。 

資料 11 

 １２月には、自分たちの実験結果だけではな

く、他のグループの実験結果と比較して見つけた

違いを記述している。また、共通性・多様性の見

方を働かせ「もっとミョウバンの性質を知りた

い。」と、主体的に学んでいこうとする姿が見ら

れた。 

 始めは、結果のみの記述が多かった

が、次第に他の班の実験結果なども書

き加えるようになった。 

 


